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生体反応における遷移金属イオンの役割はきわめて大きく， とくに生体酸化の
重要な反応にはほとんどすべて金属イオンが関与しているといってよい。たとえ
ば，ヘム鉄は hemoglobinや cytochromesの補因子として酸素運搬や電子伝達，
薬物代謝にあずかり， また多くの酸化酵素や酸素添加酵素， 脱水素酵素はノンへ
ム鉄や銅や亜鉛を含んでいる。この領域は生化学をはじめ生物学， 化学， 医学，
物理学の各方面から興味がもたれ， それぞれ異った視野から研究が行なわれてい
る。とくに最近，機器分析技術の進歩とあいまってその研究の進展はめざましい。
本書は MolecularBiology，Biochemistry and Biophysicsシリーズの2G巻で，
内容を簡単に紹介すると次のとうりである。 1章(生体酸化における遷移金属イ
オンの役割)では前半に遷移金属の関与する生体反応がまとめられており， 後半
に研究法が解説されている。研究法としてX線回折，電子スピン共鳴 (ESRまた
は EPR)，光の吸収，旋光分散(ORD)，円偏光二色性 (CD)，magnetic circular 
c1ichroism，ラマンスペクトノレ， X-ray spectroscopy，核磁気共鳴 (NMR)，nucle-
ar spin relaxation rate，メスパウアースペクトル etc. と並んでいるのをみる
と，遷移金属を吸収スペクトノレのみから研究していた時代は過ぎ去り， 現在では
最新の分析技術を駆使して研究が行なわれているのが痛感される。 2章(タンパ
ク質と金属との結合)では insulin，carboxypeptidase，myoglobin，hemoglobin， 
cytochrome C，superoxide dismutase，ferredoxinなどについてタンパク質と金
属リガンドとの結合様式が述べられている。 3章(銅)， 4章(へム鉄)， 5章(ノ
ンへム鉄とモリブデン)で、はそれぞれの金属イオンおよび金属タンパク質の分光
学的，磁気的性質とその理論が展開されている。 3章では azurin，stellacyanin， 
umecyanin (それぞれ細菌，ラックの木，西洋ワサビから単離された bluepro. 
tein)の記載が詳しい。 6章(電子構造)では原子軌道，スピン状態，分子軌道，
磁場と遷移金属イオンとの相互作用などの理論が解説されている。 3章-6章を
理解するためには著者も述べているように mある程度の量子力学の知識が必要"
である。
本書は全体的にみて， この分野の最近の膨大な知見が手際よくまとめられてい
る。著者が物理学， 生物物理学の畑の人だけに金属タンパク質の構造と解析法の
理論に力点がおかれており， それが本書の特徴ともなっている。新しい文献の引
用も多い。その反面， 生理機能についての記載は少なく平面的であり，金属タン
パク質の果す多彩でダイナミックな役割を読みとることはできない。本書の内容
は高度かつ専門的であるため初心者にはややむつかしいと思われるが， 関連領域
の研究者がこの分野の現況を知るのに好適の本となっている。(森正敬)
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